[参考様式]
　　　　　　　到達度チェックリスト【例示】
	対象施設名
	

	対象職員氏名
	

	チェック者職氏名
	


【１年後の到達目標】
	○　社会人としての基本を身に付ける
○　施設職員としての基本的役割を果たす
○　基本的な介護技術を習得し、確実に実施する。
○　（その他の到達目標を適宜追加）


【到達目標別チェック事項】
	
	チェック項目
	3か月
	6か月
	9か月
	1年

	社会人としての基本
	明るく挨拶ができる
	
	
	
	

	
	清潔感のある身だしなみである
	
	
	
	

	
	自身の健康管理ができる
	
	
	
	

	
	（その他の到達項目を適宜追加）
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	施設職員としての役割
	施設の理念・基本方針を理解している
	
	
	
	

	
	チームの一員としての役割を理解している
	
	
	
	

	
	相手のペースに合わせた対応ができる
	
	
	
	

	
	プライバシーに配慮している
	
	
	
	

	
	入・退去時の対応ができる
	
	
	
	

	
	法令順守の基本的な意味を理解している
	
	
	
	

	
	身体拘束禁止の基本的な意味を理解している
	
	
	
	

	基本的な介護技術
	利用者を中心とした共感的な理解ができる
	
	
	
	

	
	衛生面での手伝いや確認ができる
	
	
	
	

	
	利用者への声掛けができる
	
	
	
	

	
	利用者の身体状況や理解力の程度に応じて対応している
	
	
	
	

	
	（その他、排泄、入浴等ケア別の到達項目を適宜追加）
	
	
	
	

	基本的な医療知識
	脈拍・呼吸・血圧・体温のチェックができる
	
	
	
	

	
	意識状態・顔色の観察ができる
	
	
	
	

	
	全身の観察ができる
	
	
	
	

	
	感染症の基礎を理解している
	
	
	
	

	選択目標
	分からないことはそのままにせず、先輩などに聞いている
	
	
	
	

	
	利用者が快適な食事ができるよう配慮している
	
	
	
	

	
	プライバシーに配慮した、排泄・入浴介助をする
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	




















到達目標ごとのチェック項目を設定





チェック方法は○×式、採点方式など任意





施設として、採用１年後の職員に求める到達目標の項目（柱）を設定


























対象職員が自ら設定する








